
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クロスオーバー大和の新型コロナウイルスの対応は 2月 25日から始ま

りました。体温計を買いに走り、通所時の毎日の検温が日課になりました。

3 月以降、生活訓練は講座、話し合い活動、グループ活動、調理活動を個

別に取り組める作業活動にすべて変更しました。就労 yamato は公共交通

機関を使う納品と広報紙のお届けは中止とし、就労 next は中国からの物

流が止まり、受注量が減り始めました。  

日ごとに感染が拡大し、身近な駅や病院・店舗などが報道されるように

なり、怖くて通所ができない利用者が徐々に増えてきました。

緊急事態宣言直前は、半数以上の利用者が欠席となり、通所を

継続している複数の利用者からは緊急事態宣言の後は欠席をし

たいとの話がありました。 

県からは休業要請を受けていませんでしたが、休業にした方

が利用者の不安が軽減できるのではないかと考え、４月８日か

ら通所の利用を停止いたしました。しかし、県の事業継続の方

針を受けて、通所ではない形での支援の方法を模索し始め、全

面的に在宅支援へ移行している「（株）ありがとうファーム」や「（株）

Kaien」から在宅支援のノウハウを教えていただき、一般企業のも

つ柔軟性と情報発信力、オンライン支援の様々な可能性について

学ばせていただきました。 

急ピッチで準備をして４月２０日から段階的に在宅訓練・作業

を開始し、５月からほぼ全面的に在宅支援へ移行しました。この

期間、在宅支援の準備、作業の報告や健康観察の電話のやり取り

に加えて、通所再開へ向けて訓練室や作業室にアクリルパーテー

ションを設置し、活動内容や作業工程を見直し、オンライン支援

の前段階として利用者と Zoom を使った健康観察や作業報告のやり

取りも始まり、それはまさに「新しい日常」でした。 

これまで経験したことのない状況でしたが、新たな可能性に気づ

くきっかけになったように思います。緊急事態宣言解除から 1カ月

経ち、少しずつ「新しい日常」に慣れてきています。まだまだ先行

き不透明ではありますが、予測されている第二波などに備えて利用

者の皆さんと一緒に準備をしていきたいと考えています。 
 

 

 

 
 

 
 

 

 

● 今月の動き ● 

●利用者の動き 

・YCさんが5月から就労Bへ移籍しました。 

・SMさんが6月から生活訓練の利用を開始しました。 

・UYさんが6月から生活訓練の利用を開始しました。 

・MMさんが6月から就労Bの利用を開始しました。 

・KKさんが6月に就労Bを退所しました。 

・MSさんが7月から生活訓練の利用を開始しました。 
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7/2  座間市コンサルテーション 

7/7  厚木市コンサルテーション 

7/10 綾瀬市あやとも協議会支援連携部会 

7/14 大和市発達障がい勉強会 

7/28 厚木市コンサルテーション 

 
 

↑スタッフの提案で利用者の皆さんへ配布

しました 



 

１. 緊急事態宣言・臨時休業に 

緊急事態宣言があり、クロスオーバー大和は臨時休業となりました。利用者の方々に、ご自

宅でどのように過ごしていたのか、休業が宣言されたことでどう感じたのかを聞きました。 

２. 在宅訓練 

今回、初めてクロスオーバー大和では在宅訓練を行いました。各自が自宅ででき

る自主製品の材料、パソコン作業のデータやワークシート等を送り、決められた日

に取り組み、電話やメールで事業所へ報告するという方法で行いました。 

 

３. 健康観察・生活相談 
休業期間に入ってから、週に1回、健康観察と生活相談のために電話やZoomでやり取

りをしました。体調の確認や電話受診の方法についてなど、新しく変わったことの情報提

供生活面での相談、在宅訓練の取り組みについてな

どのお話をしました。6月に通所を再開した時、こ

の健康観察と生活相談、在宅訓練の取り組みがあっ

たことでスムーズに利用再開になる方が多くいらっ

しゃったように感じています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４.新型コロナウイルス感染症対策 

クロスオーバー大和ではコロナウイルス感染症対策として、

アクリル板等での飛沫感染予防、座席を減らすことでソーシャ

ルディスタンスの確保、全員がマスク着用すること、入室時のア

ルコール消毒、手洗い、うがい、検温、通常の掃除箇所以外にも

使った道具の消毒等の対応を行

っています。 

また道具の共有を避けるため、

個別の道具箱を導入しました。 

入室時や掃除の時の手間は増

えましたが、お互いに安心して過

ごすために、協力して取り組んで

います。 

５.オンライン（Zoom）の導入 

在宅訓練の経験を踏まえて今後の支援を検討した結果、新たな支援方法

として在宅でのオンライン（Zoom）の導入に取り組むことになりました。 

職員も未経験の人がほとんどだっ

たので、まずは職員会議を通してス

タッフ間で経験することから始めま

した。次に、利用者の自宅の PC環境

を確認し、一部の利用者とは健康観

察のやり取りで実施しました。 

そして事業所内で経験するため

に、タブレットを購入し、現在は

生活訓練の講座や作業、就労 Bの

ミーティングに取り入れるなど、

段階的に導入しています。 

いざ行ってみると、皆さんスム

ーズに操作され、このようなツー

ルを使うことが得意な方が多いこ

とも分かりました。 

 

・家事を一部手伝おうとしました

が、長続きせず、最初の数日で終わ

ってしまいました。仕事を正確に早

く行わなければいけないというプレ

ッシャーは少なくなりましたが、体

調も不安定になった事もあり、通
所を以前のように行いたいとい
う気持ちが強かったです。  

(Mさん) 

・緊急事態宣言が出されるにあたり、制限や今までと違う事が 

起きるだろうと思っていたので、戸惑う事なく割と冷静でし

た。臨時休業に入るのが思ったより早かったです。(Sさん) 

・在宅訓練を除けば、それまでの休日での過ごし方とあまり変

わりありませんでした。再開の時期や再開してからのことな

ど、将来について不安を感じました。(Aさん) 

各利用者の経験や自宅にある道具などを確認し、ガイドなどの道具が足りずに急遽製作、普段は利用者の

方々が行う折り紙の裁断や布の線引きなども、職員で分担して行いました。SST やペン字などのワークシー

トは、できるだけ自宅で集中できるもので、今後につながる物を意識して選びました。 

慣れない準備だったため「足りないものがあります。」と連絡を貰うこともたびたびありましたが、その都

度対応して、できるだけ予定通りに取り組めるように準備しました。 

作業報告の電話では、慣れないながらもしっかり取り組んだ様子を伺うと、ほっとすると同時に、次の準

備に向けて前向きな気持ちにもなれました。（職員T） 

・在宅訓練については自宅で取

り組むという点で落ち着いて取

り組めたと感じました。（Kさん） 

・通所よりも負担は減りました

が、職員に作業の確認がしにくい

という点でデメリットがありま

した。（Mさん） 

・初めは慣れませんでしたが、慣

れると悪くないな、と思いまし

た。（Sさん） 

・「いかに集中して取り組むか」

に難儀しました。（Aさん） 

・休業中でも、クロスオーバーと

の関りがある事で安心感が持て

ました。（Kさん） 

・オンラインの導入に関しては、

また緊急事態宣言が発令された

際の連絡手段として良いと考え

ています。（Kさん） 

・様々な仕事におけるやり方を

学ぶことができ勉強になりまし

た。就職や仕事で役に立つと感じ

ました。（Mさん） 

・導入は必要とは思いますが、

ついていけるか不安です。 

（Sさん） 

・Zoom の機能を職員が親切に丁

寧に教えてくれたので、取り組む

ことできました。これからもどん

どん活用していこうと思いまし

た。（Yさん） 

・分からないことが多く、慣れ

ていくことが出来るのか不安

があります。（Aさん） 

・コロナ対策についてのLSTを、 

Zoom を使ってオンライン上での

やりとりの練習も合わせて取り

組みました。在宅訓練時に一回使

っていたので、何とか操作するこ

とが出来ました。カメラの機能や

チャットの機能などを色々練習

しました。（Kさん） 

・1日目は、クロスオーバーで

Zoom につながる練習をしまし

た。前から使っていたので上手

くでき、コロナ対策についての

問題にも応答できました。2日

目は自宅からつなげ、パスワー

ドの文字を大文字にするとこ

ろで少し戸惑いましたが、なん

とか繋げられました。 (Hさん) 


